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持続可能な地域社会をつくる 

   日本の環境首都コンテスト 第 10 回  結果報告 
 

1.コンテストの趣旨                            .                                                 
 21 世紀、私たち人類社会が抱える最大の課題は持続可能な社会を築いていくことです。しかし、例え

ば地球温暖化は、IPCC（気候変動に関する政府間パネル：2007 ノーベル平和賞受賞団体）の第 4次評価

報告書でも明記されているように、より大きな現実的な脅威となっています。また福島原発の大事故に

象徴されるようにエネルギーをどのように確保するのか人類的課題となっています。さらに経済的にも、

社会的公正においても人類社会は大きな問題に直面しています。このような問題を乗り越え、持続可能

な社会を築くためには人類として文明、社会の大きな変革が必要です。 

 1992 年に、ブラジルで開催された国連の「環境と開発に関する会議（リオサミット）」において宣言

されたアジェンダ 21（21 世紀の課題）第 28 章には、持続可能な社会を築く主役が世界の自治体である

ことが明白に謳われています。持続可能な社会づくりという人類共通の目標を着実に達成していくには、

各地域における確固とした取り組みを地球規模へと広げていくことが求められているのです。 

そのために自治体は、地域の特色を生かしながら、創造的かつ多種多様な施策・事業を戦略的に展開し

ていく必要があります。そして、その過程には住民の主体的な参画によるパートナーシップが不可欠と

なっています。 

私たち全国各地で活動する NGO がこの「全国環境首都コンテスト」を継続して実施する目的は、この

ような持続可能な社会を住民参画のもと、地域から創造していく自治体の取り組みを支持・支援し、加

速化させることにあります。 

 

2.環境首都コンテストの目的                        .                               
 環境首都コンテストの目的を簡潔にまとめると、次のようになります。 

（1） 自治体間に切磋琢磨する仕組みをつくることにより、自治体の環境施策の総合的な推進を加速

化し、「日本のフライブルク」と呼ぶことができるような自治体を創出する。そして国内に具体

的な目標になる自治体が出現することにより、全国の自治体に波及的な環境自治体創出効果を

生み出す。 

（2） 参加自治体が他の自治体との比較検討により、自己の施策の取り組み状況を総合的に比較し、

評価、見直しに用いることができる。 

（3） 政策提案でもある質問の回答内容に関する情報提供と、先進事例の掘り起こしと紹介により、

環境施策の推進と、自治体間の交流を促す。 

（4） 優れた取り組みを実施している自治体を環境 NGO が評価することを通して、地域社会、行政機

関・議会などの環境行政への関心と評価を高め、さらなる環境施策推進の活力を生み出す。 

（5） コンテストの実施主体である環境 NGO による調査・ヒアリング・分析・評価作業などを通して、

行政と住民や NGO の具体的な対話を促し、自治体の総合的な環境施策を推進する。 

 

3.『日本の環境首都』の称号                        . 
 

 今回総合第 1 位を獲得した熊本県水俣市が、コンテスト始まって以来初めて、日本の環

境首都の条件をすべて満たしました。 
 

     環境首都コンテスト（第 10 回） 『日本の環境首都』の条件 

    （1）総合で第 1位であること 

    （2）総合点が満点の 70%以上であること（714 点以上/1020 点満点） 

    （3）15 分野中、3項目以上が満点の 90%以上の点数を得ていること 

    （4）15 分野中、満点の 50%以下の点数の項目が 3項目以下であること 
 

 
※第 2位を獲得した長野県飯田市は上記条件のうち（1）を除きすべて満たし、かつ水俣市との得点差もわず

かであったことから「明日の環境首都賞」をお贈りしました。 
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4.コンテストの実施方法                          .                               
 

●10 年間継続実施                                         

 本コンテストはその目的から継続的に実施することが必要です。2001 年から 10 年間にわたり毎年開

催してきました。今年度は最終回となります。 

 

●質問票に回答、綿密なヒアリング                                 

 本コンテストは、主催者である環境首都コンテスト全国ネットワークが作成した質問票に自治体が回

答するとともに、回答内容を表す資料をつけて提出いただきます。回答内容の精査を行い、すべての自

治体に電話およびメールでの確認、さらに約半数の自治体には訪問ヒアリングを行った上で、回答を修

正確定します。その回答を独自の採点基準に基づいて、専門知識、経験を有した本ネットワークメンバ

ーが採点しました。 

 

●スケジュール                                     

 

 
 

※例年 3 月中に開催している総合第 1 位自治体での表彰式について、東北関東大震災の被災地の状況を考

えると、該当自治体にとっても、小ネットワークにとっても心から喜ぶことができない状況と判断し、参加自治体に

は了解をいただいたうえで 4月以降に延期させていただいております。 
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5.質問分野・配点                             . 

 
 質問項目は、環境首都をめざす自治体が取り組むべき施策分野を全 15 分野に分けて尋ねています。

質問数は、全 78〜79 問(選択する産業により若干幅があります)。内容は、狭い意味の環境問題ではな

く、持続可能な地域社会を築くための施策を、環境を中心に幅広く質問にしています。 

 

15 分野の質問＋自由記述で 1000 点、先進事例加点が 20点 合計 1020 点満点です。 

A ローカルアジェンダ 21・環境基本条例・環境基本計画 （配点 95） 

B 環境マネジメントシステム （配点 45） 

C 住民とともにチェックする仕組み・情報公開（配点 45） 

D 自治体内部における環境基本行動（配点 45） 

E 自治体との交流（配点 40） 

F 職員の資質・政策能力の向上、総合的な行政推進と予算編成（配点 75） 

G 住民のエンパワーメントとパートナーシップ（配点 85） 

H 環境学習（配点 85） 

I 自然環境の保全と回復（配点 70） 

J 健全な水循環（配点 40） 

K 風土を活かした風景づくり（配点 55） 

L 持続可能なまちづくりと一体化した交通政策（配点 85） 

M 地球温暖化防止・エネルギー政策（配点 85） 

N ごみの減量化（配点 60） 

O 環境に配慮した産業の推進（配点 60） 

自由記述（配点 30） 

先進事例加点(最高 20 点) 
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6.表彰について                              . 
 

●表彰の種類                                              

今回のコンテストでは下記表彰を行いました。（1）〜（5）及び（7）は従来からある表彰ですが、第 10

回を記念して（6）及び（8）〜（11）の特別表彰を設けました。 

 

（1）総合得点による表彰 

1020 点満点中、総得点上位 10位以内を表彰します。 

（2）人口規模別得点による表彰 

総合順位のうち、人口規模ごとに上位 2までの自治体を表彰

します。 

（3）部門別表彰 

持続可能な地域社会を創る上で特に重要と考えられる「地球

温暖化防止」と「住民参画」の 2部門で表彰します。 

これら二つの部門に関する取り組み内容は、本コンテストの

質問全般に関わっています。そこで、これらの要素が含まれ

る選択肢をそれぞれ抽出し、それらの選択肢への得点を積算した結果、群ごとに 1位を表彰します。 

（4）先進事例特別表彰 

コンテストの質問票への回答および自治体へのヒアリングをとおして、「環境首都コンテスト全国

ネットワーク」の構成員からなる委員会で選考した「先進事例」の中から、評価が高かった事例に

対して、特別表彰を行っています（P.9-10 参照）。 

（5）奨励賞 

今回は第 6 回〜第 10 回まで 5 回連続で参加していただいた自治体を奨励します（ただし、これま

でに奨励賞を受賞した自治体を除く）。 

（6）全回参加 特別表彰 

本コンテストに全 10 回皆勤で参加された自治体を表彰します。 

 

（7）質問分野別表彰 

質問を構成する 15分野（A〜O）ごとに得点の最も高い自治体を表彰します。 

（8）「環境に配慮した産業の推進」分野の産業別トップ表彰 

「O 環境に配慮した産業の推進」分野の 6産業ごとにトップを「環境と共生した○○業の推進」

として表彰します。 

（9）全 10 回ベスト 10 特別表彰 

全 10回皆勤で参加し、全回トップテン入りを果たした自治体（該当は尼崎市のみ）を表彰します。 

（10）環境のまちづくり 飛躍賞（総得点上昇率トップ 10 賞） 

質問構成の安定した 2004 年度以降で初めて参加した年度の得点を基準として、今回の得点との差

（上昇率）の大きかった自治体（トップ 10）を表彰します。 

（11）魅力ある環境のまちづくり 特別表彰（先進事例数 10 以上） 

今回参加した自治体のうち、過去に参加した際に選ばれた先進事例を含む全ての先進事例数が 10

以上ある自治体を表彰します。 
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●表彰自治体一覧                                    

  

●日本の環境首都 ●奨励賞（5回連続参加賞）

第4群

●明日の環境首都賞

※第6回から第10回まで連続参加された自治体のうち、

　これまで奨励賞を受賞していない自治体のみ表彰します。

●総合順位（上位10自治体）

順位 自治体名 人口 得点 ●全回参加　特別表彰

第1位 熊本県 水俣市 27,655 827

第2位 長野県 飯田市 105,324 822

第3位 愛知県 安城市 180,751 687

第4位 愛知県 岡崎市 376,387 592

第5位 兵庫県 尼崎市 461,693 557

第6位 愛知県 新城市 50,746 555

第7位 熊本県 熊本市 724,984 546

第8位 静岡県 掛川市 115,512 533

第9位 山口県 宇部市 174,572 521

第10位 東京都 板橋区 536,433 514

●人口規模別順位

○第1群（人口2万人未満） ●質問分野別表彰

第1位 自治体名 得点／配点 得点率（％）

第2位 A 熊本県 水俣市 83／95 87.4%

○第2群（人口2万人以上、5万人未満） B 長野県 飯田市 43／45 95.6%

第1位 C 愛知県 安城市 41／45 91.1%

第2位 D 熊本県 水俣市 40／45 88.9%

○第3群（人口5万人以上、10万人未満） E 熊本県 水俣市 39／40 97.5%

第１位 F 熊本県 水俣市 56／75 74.7%

第２位 G 長野県 飯田市 80／85 94.1%

○第4群（人口10万人以上、30万人未満） H 東京都 板橋区 71／85 83.5%

第1位 I 長野県 飯田市 55／70 78.6%

第2位 J 愛知県 岡崎市 37／40 92.5%

○第5群（政令指定都市を除く、人口30万人以上） K 長野県 飯田市 49／55 89.1%

第1位 L 長野県 飯田市 80／85 94.1%

第2位 M 長野県 飯田市 74／85 87.1%

N 熊本県 水俣市 49／60 81.7%

O 熊本県 水俣市 55／60 91.7%

熊本県 水俣市

兵庫県 宝塚市

第5群

熊本県 水俣市

神奈川県 綾瀬市

佐賀県 佐賀市

静岡県 掛川市

長野県 飯田市

愛知県 安城市

愛知県 岡崎市

兵庫県 尼崎市

山形県 高畠町

愛知県 新城市

長野県 千曲市

長野県　飯田市

熊本県 水俣市

山形県 遊佐町

愛知県 日進市

京都府 福知山市

愛知県 新城市

第2群

京都府 長岡京市

長野県 飯田市

愛媛県 内子町

兵庫県 尼崎市

熊本県 熊本市

岐阜県 多治見市

東京都 板橋区

第3群

第4群
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●部門別表彰 ●「環境に配慮した産業の推進」分野・産業別トップ表彰

　地球温暖化防止部門 産業 得点（30点満点）

○第1群（人口2万人未満） 農業 山形県　遊佐町 28

第1位 林業 愛知県　新城市 27

○第2群（人口2万人以上、5万人未満） 水産業 熊本県　水俣市 29

第1位 工業 長野県　飯田市 21

○第3群（人口5万人以上、10万人未満） 商業 東京都　板橋区 14

第1位 観光業 長野県　飯田市 27

○第4群（人口10万人以上、30万人未満）

第1位 ●全10回ベスト10 特別表彰

○第5群（政令指定都市を除く、人口30万人以上）

第1位

●環境のまちづくり 飛躍賞（総得点上昇率トップ10賞）

　住民参画部門 上昇率

○第1群（人口2万人未満） 福島県　本宮市 +376

第1位 京都府　京丹後市 +205.7

○第2群（人口2万人以上、5万人未満） 神奈川県　綾瀬市 +184.6

第1位 静岡県　磐田市 +170.5

○第3群（人口5万人以上、10万人未満） 京都府　長岡京市 +152.2

第1位 愛媛県　内子町 +125

○第4群（人口10万人以上、30万人未満） 長野県　飯田市 +100

第1位 奈良県　生駒市 +92.7

○第5群（政令指定都市を除く、人口30万人以上） 兵庫県　加西市 +81.4

第1位 愛知県　日進市 +77.9愛知県 岡崎市

兵庫県 尼崎市

福井県 池田町

熊本県 水俣市

長野県 千曲市

長野県 飯田市

兵庫県 尼崎市 第4群

愛知県 新城市

熊本県 水俣市

長野県 飯田市

愛媛県 内子町

●魅力ある環境のまちづくり 特別表彰（先進事例数10以上）

先進事例数 備考

長野県　飯田市 39 先進事例最多創出

熊本県　水俣市 32

岐阜県　多治見市 21

愛知県　新城市 17

愛知県　安城市 17

長崎県　長崎市 15

福井県　池田町 15

山形県　高畠町 14

山形県　遊佐町 14

熊本県　熊本市 13

東京都　板橋区 12

山口県　宇部市 12

北海道　ニセコ町 11

兵庫県　尼崎市 11

※第10回に参加された自治体のみ対象とする。



7 

7.第 10 回参加自治体                           . 

 
今回参加した自治体は全回と同じ 58 でした。 

そのうち 6 自治体が初参加、4 自治体が復活参加（第 9 回には不参加で第 8 回以前に参加経験あり）でした。

第9回からの継続参加は82.7％となりました。全10回を通し、1回でも参加経験のある自治体は229（現自治体

で）となりました。（2011.4.1 現在 日本の全市区町村数 1747） 

 

  人口 
人口

群 
自治体名 自治体名 初/復活 

参加実績 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 4,662  1  ニセコ町 北海道   ● ●   ● ●       ● ● 

2 6,655  1  浜中町 北海道 復活               ●   ● 

3 74,466  3  気仙沼市 宮城県 初参加                   ● 

4 60,370  3  能代市 秋田県         ● ● ● ● ● ● ● 

5 25,662  2  高畠町 山形県     ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

6 24,677  2  庄内町 山形県 初参加                   ● 

7 16,023  1  遊佐町 山形県         ● ● ● ● ● ● ● 

8 31,571  2  本宮市 福島県               ● ● ● ● 

9 89,521  3  東松山市 埼玉県     ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

10 70,193  3  北本市 埼玉県             ● ● ● ● ● 

11 82,591  3  八潮市 埼玉県 初参加                   ● 

12 536,433  5  板橋区 東京都   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

13 82,907  3  綾瀬市 神奈川県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

14 170,434  4  秦野市 神奈川県 復活 ● ● ● ● ● ● ●     ● 

15 41,424  2  魚沼市 新潟県                   ● ● 

16 26,040  2  勝山市 福井県                 ● ● ● 

17 3,251  1  池田町 福井県               ● ● ● ● 

18 38,197  2  山梨市 山梨県                 ● ● ● 

19 105,324  4  飯田市 長野県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

20 44,439  2  小諸市 長野県               ● ● ● ● 

21 62,587  3  千曲市 長野県                 ● ● ● 

22 243,322  4  松本市 長野県           ● ● ● ● ● ● 

23 116,598  4  多治見市 岐阜県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

24 174,646  4  磐田市 静岡県         ● ● ● ● ● ● ● 

25 115,512  4  掛川市 静岡県             ● ● ● ● ● 

26 376,387  5  岡崎市 愛知県 復活   ● ● ● ● ● ●     ● 

27 133,450  4  瀬戸市 愛知県 復活   ● ● ● ● ●       ● 

28 182,295  4  豊川市 愛知県         ● ● ● ● ● ● ● 

29 73,158  3  碧南市 愛知県     ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

30 180,751  4  安城市 愛知県     ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

31 50,746  3  新城市 愛知県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

32 82,056  3  日進市 愛知県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
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33 142,198  4  桑名市 三重県       ● ● ● ● ● ● ● ● 

34 94,776  3  甲賀市 滋賀県     ● ●   ● ● ● ● ● ● 

35 81,867  3  福知山市 京都府   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

36 61,370  3  京丹後市 京都府     ● ●   ● ● ● ● ● ● 

37 34,659  2  南丹市 京都府                   ● ● 

38 79,967  3  長岡京市 京都府   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

39 271,931  4  八尾市 大阪府   ● ●     ● ● ● ● ● ● 

40 79,117  3  交野市 大阪府               ● ● ● ● 

41 29,611  2  島本町 大阪府               ● ● ● ● 

42 461,693  5  尼崎市 兵庫県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

43 292,743  4  明石市 兵庫県     ● ● ●       ● ● ● 

44 225,930  4  宝塚市 兵庫県             ● ● ● ● ● 

45 48,081  2  加西市 兵庫県                 ● ● ● 

46 119,876  4  生駒市 奈良県               ● ● ● ● 

47 16,193  1  北栄町 鳥取県 初参加                   ● 

48 174,572  4  宇部市 山口県   ● ●     ● ● ● ● ● ● 

49 18,926  1  内子町 愛媛県       ● ● ●     ● ● ● 

50 19,713  1  四万十町 高知県                   ● ● 

51 236,402  4  佐賀市 佐賀県   ● ● ●     ● ● ● ● ● 

52 444,244  5  長崎市 長崎県     ● ● ● ●   ● ● ● ● 

53 38,481  2  対馬市 長崎県 初参加                   ● 

54 52,576  3  南島原市 長崎県                   ● ● 

55 724,984  5  熊本市 熊本県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

56 27,655  2  水俣市 熊本県   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

57 92,858  3  天草市 熊本県   ● ● ● ● ●       ● ● 

58 34,159  2  志布志市 鹿児島県 初参加                   ● 

                

 第 1 群 7               

 第 2 群 13               

 第 3 群 17               

 第 4 群 16               

 第 5 群 5               
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8.第 10 回 先進事例一覧                         . 

 本コンテストにおいて先進事例とは、市民の立場から見て、持続可能な地域社会を形成していくため

の課題解決のため多くの自治体の参考になる取り組みおよびと本ネットワークが独自に選定した参加

自治体の取り組みです。その中でも、私たちが特に高く評価するものについて、今後の当該取り組みの

展開への激励の思いも込めて先進事例特別表彰をしています。 

 今年も先進事例集に 67 事例を紹介することができました。そのうち、29 事例を特別表彰事例としま

した。第 1回コンテストから今回まで総計 668 事例を社会に発信することができました。 

自治体名 事例名 表彰 

浜中町（北海道） ようこそ！酪農王国「浜中町」へ！ ★ 

気仙沼市（宮城県） 地域協働で行なわれる ESD の取組み ★ 

気仙沼市（宮城県） 水産物のトレーサビリティを地域で確立   

高畠町（山形県） 環境にやさしいまちづくり町民会議   

高畠町（山形県） 環境首都コンテストがきっかけの自治体間交流   

庄内町（山形県） 庄内町情報発信研究所 きらり庄内   

庄内町（山形県） 風のまちの挑戦〜エネルギーの地産地消をめざして〜 ★ 

遊佐町（山形県） まつのっこ学習 ★ 

遊佐町（山形県） できる限り木を切らない取り組み   

遊佐町（山形県） 遊佐んめごっつおプロジェクト   

東松山市（埼玉県） 住民が主役の地域づくり 『野本ビジョン』の策定と実行   

北本市（埼玉県） 作り方と、施行後の職員・住民への説明を徹底した北本市自治基本条例   

八潮市（埼玉県） 八潮まちなみづくり１００年運動 ★ 

秦野市（神奈川県） 地域で環境学習   

池田町（福井県） アイデンティティの再認識「喪失危機文化資源発掘記録事業報告書」   

池田町（福井県） 池田の農村力が光る農の六次産業化 ★ 

飯田市（長野県） 定住自立圏構想を積極的に具現化   

飯田市（長野県） 
持続可能な地域をつくる「地育力」向上の取り組み 

「地育力向上連携システム推進計画」 
  

飯田市（長野県） 木質ペレット普及のための実証実験   

飯田市（長野県） 
自然エネルギーと地域の経済循環で新しい公共の実現をめざす 

 「おひさま０円システム」 
★ 

飯田市（長野県） 
ビジョンを形に 充実した支援制度と協働が生み出す 

環境配慮型工業の成果 
★ 

飯田市（長野県） 地域経済活性化をめざした金融政策室の設置   

千曲市（長野県） 環境首都コンテストの回答づくりで市民と協働   

千曲市（長野県） 食農教育を実践するための「食と農のかけはし 〜リーダー育成手引き〜」作成   

松本市（長野県） 50％を越す職員が実施するエコ通勤 ★ 

松本市（長野県） ユニバーサルデザイン基本方針   

松本市（長野県） 次世代交通政策検討とアルプス地域での EV 普及   

掛川市（静岡県） 市民力による環境ＩＳＯ推進支援事業   

掛川市（静岡県） 自然環境調査活動から条例希少動植物指定保護地区協定   

岡崎市（愛知県） 男も家事ろう ★ 

岡崎市（愛知県） 岡崎市水環境創造マスタープラン   
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自治体名 事例名 表彰 

岡崎市（愛知県） 車線を潰してプロムナード設置による魅力ある歩行者空間の創出   

安城市（愛知県） 中部環境先進 5 市サミット ★ 

安城市（愛知県） 区画整理事業の仮移転住宅からはじまる桜井エコタウン ★ 

安城市（愛知県） 車通勤からエコ通勤へのシフトを可能にした新駅開設   

新城市（愛知県） 新たなる組織!「総合政策部」の船出   

新城市（愛知県） 路線を守り育てる市民検討会の設置   

甲賀市（滋賀県） 予算編成における「環境配慮枠」の創設   

京丹後市（京都府） 「公共交通対策プロジェクトチーム」の設置 ★ 

長岡京市（京都府） 乙訓地域「竹」の再利用   

尼崎市（兵庫県） 市長マニフェストを市民が評価「マニフェスト点検市民会議」   

明石市（兵庫県） 明石市民提案型パイロット協働事業 ★ 

宝塚市（兵庫県） 空き家住宅情報バンク ★ 

加西市（兵庫県） NPO 法人と地元企業が運行する「はっぴーバス」の立ち上げ ★ 

加西市（兵庫県） 全国初！BDF で走る北条鉄道〜三者協働で推進する BDF 事業〜 ★ 

加西市（兵庫県） 与作プロジェクト〜行政が適材適所で活躍する薪ビジネス〜   

北栄町（鳥取県） 町内の全ての保育所、幼稚園、小中学校でこどもエコクラブ活動   

北栄町（鳥取県） 多様な施策で町民とともに自然エネルギーのまちづくり ★ 

宇部市（山口県） 「街づくり協定」で「沈んだまちなみが蘇る」   

内子町（愛媛県） 町民が講師の「まちづくり職員研修」 ★ 

内子町（愛媛県） 農産物のトレーサビリティを進める「トレーサの日」   

佐賀市（佐賀県） 協働おもしろ大百科   

佐賀市（佐賀県） 地産地消を進めるファーム・マイレージ「うまさがシール」 ★ 

長崎市（長崎県） 長崎市 市民力・職員力に寄る総合計画づくり ★ 

対馬市（長崎県） 市が通販及び流通業者と提携して鮮魚をネット販売 ★ 

南島原市（長崎県） 合併されたまちで協働のまちづくり ★ 

熊本市（熊本県） 市電緑のじゅうたん事業（市電緑のじゅうたんサポーター制度） ★ 

熊本市（熊本県） 「みんなにやさしいのりものバス・電車」小学校出前講座   

水俣市（熊本県） 市民協働による資源ごみステーション調査の実施及び座談会の開催   ★ 

水俣市（熊本県） 課題解決能力を育む 高校生のエコ＆セルフビルド事業   

水俣市（熊本県） みなまた環境絵本大賞   

水俣市（熊本県） 職員有志で「水の地産地消」と「ビンのリユース」普及活動   

水俣市（熊本県） 「茶のみ場」環境との調和を一杯のお茶から ★ 

水俣市（熊本県） 「スウィーツのまちづくり」〜スウィーツが人と人をつなぎ、地域をつないだ〜 ★ 

天草市（熊本県） 天草市チャレンジ支援事業 ★ 

志布志市（鹿児島県） 志布志市モデル海を渡る ★ 

志布志市（鹿児島県） ごみ量を大幅に削減   

先進事例は、「環境首都コンテスト全国ネットワーク」の構成員からなる委員会で選考し、掲載するものを決定しております。また、

その中からより評価が高かった約半数の事例に対して、特別表彰を行っております。上記事例名に★印のついているものは、先進

事例特別表彰の対象となった事例です。※事業名は 2011 年 3 月末時点のもので、今後変更される可能性があります。先進事例

集への掲載が決定していない事例も含まれています。  


